
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

富山県 高校教育の 「三 ・ 七体制」 をめ ぐる言説分析

何 が批 判 され た の か ・

冨江　英俊 （日本女子 体育大 学）

1 ，本発表のね らい

　本発 表で は、1960年代を中心 に 実施 され た

富山県 の 高校教育政策で ある 「三 ・七体制」

が 当時 どの よ うに認 識 され、評価 された の か

を、文献資料 の 言説 分析 とい う手法か ら、考

察す る 。 分析対 象 とす る の は 、著者が地元新

聞社 ・市民運動家 ・教育関係者な どの
、 富山

県 の 関係者で あ り、　「三 ・七体制」 に対す る

評価が 書かれ て い る文献で ある 。

　戦後の 高校教育政策の 中で 、非常に特徴的

と言 える 「三 ・七 体制」 に 対す る言説分析を

行 うこ とに よ っ て 、これ か らの 高校教育の あ

り方 に つ い て の 示 唆を 導 き 出 し た い と考 え

て い る 。

2 ，　 「三 ・七体制」 の 概 略

　富山県の 高校教育に お い て 、・普通 科 と職業

科（専門学科）の 割合 を 3 ： 7 に す る と い う政

策で あ る 。 1961年に策定 された第 2 次富山県

総合開発計画で 提起 され 、 翌年か ら直ちに実

施 され た 。 新産業都市を中心 と した地域開発

に必 要な人 材を供給す る とい う名 目で あ る 。

　ベ ビーブ ーム 世代 が 進学す る急増期 対策

として 実施 され 、国が提唱 した職業学科拡充

政策 とも
一

致する方向性で あ っ た 。 政策 の 実

施後は、普通科 の 割合は 次第 に減少 し、目標

で あ る 3 ： 7 に 近づ い た 。 しか し、普通科 へ

の 進学機会 が狭め られ る こ となどが、生徒や

保護者などか ら反発 を受 け、是正 に 向 けて の

運動が さか ん とな り 、 1970年 に知事が見直 し

を表明 し た
。 そ の 後職業科の 割合は次第に減

少 して い き 、　「三 ・七体制」 は終了す る 。

3 　 「三 ・
七 体制　 をめ ぐる言説

　今回分析対 象 とな っ た言説 は、ほ とん どす

べ て が 「三 ・七体制」 に否定的 ・批判的なも

の で あ っ た。どの よ うな観点 か ら批判 され て

い る の か をカテ ゴ リ
ー

分 けすれ ば、以 下 の 3

点となる 。

（1 ）生徒 ・保護者 の 希望が通 らな い 制度

　典型 的な意見は 「普通科志望で あるが、普

通科 の 枠 が少な い た め進 学で きな い 」 と い う

もの で ある。　 （以下、分析対象文 献か ら の 引

用は 、強調宇体で 示す。）

わが 子が他府県で は普通科に入れ る の に、富

山県で は職業科に しか入れな い
、 と い うこ と

に なっ た とき初めて 「三 ・七 」 を ワ ガ コ トと

して感 じる ことが で きたの で ある。…（中略）

・・そ の とき の 私は 、ビ ッ ク リし、長男 に対す

るい とお し さで胸が い っ ぱい に な り、そ の い

とお しさは 、 や が て 、 我が 子 を苦 し め る三 ・

七 体制 に対す る怒 りに変 わ っ た。　 （塚 崎幹

夫 ・塚崎昌子 『教育 の 機会均等 とは』三
一

書

房、1975 、p56）

先生 の 現場か らの 叫び を 聞い て み よ う。「…

（中略）… （県立 高校に）入 学で きた もので

も 、 多くは普通科 をあぎらめ て 職業科に進む 。

うち の 学校 では 3年 に 1回、3年生 の 担任 をす

るこ とにな っ て い るが、進学指導ほ どっ らい

もの はあ りませ ん 。 ．（毎 日新聞富山支局 『富

山の 人づ くり　
一教育の 現 状 とそ の 問題点

一』北 日本出版社 、
1974 、p．162）

こ こ か ら読み取れ る の は普 通科 と職業 学科

の 聞に厳然 とし た差が あ り、どち らに行 くの

か が大きな意味を持 つ とい うこ とで あ る。

（2 ）高校問格 差 の 弊害

　高校に よ っ て 、高校入試 の 難易度や大学進

学実績が異な るた め、高校 の 「格」 の 違い が

ある 。 その こ とが 中学校や 高校教育をゆが め

て 、激 し い 受験競争を 引き起 こ し て い る と い

う主張で あ る。
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狭 い 普通科の 門 と極端 な学 校格 差に対応 し

た中学で の 差別 、選別、テ ス ト万 能主義の 教

育
一

こ の 悪循 環 を断 ち切 らな けれ ば小 学校

教育もテ ス ト主義 にお ちい り、子供た ちの 持

つ 伸び 伸び と した 明 る さが な くな っ て しま

う恐 れ が ある
一 と こ の 先生 （引用者注 ： 小 学

校教諭）は 心配 す る。　（富山新聞社 『七 ・三

教育の ひずみ　富山県か らの レ ポー
ト』富山

新聞社、1970 、p．59）

こ の こ とは、高校の 通学区制 とも密接 に関わ

る議論 となる。

　また 、 職業科で 専門的 な職業教育を受けて

も、
’
実際の 就職先 とミ ス マ ッ チ して い る、と

い う面か らの 批判もある。

専 門的な知識が 生 か され て い な い 例 は農 業

科 に 限 らず 、他の 職業科 に も多かれ 少 なか れ、

み られ る の で あ る。新湊高校 の 商 業科 の 場合、

今春 の就職者 250人 の うち 、 51％ に 当た る 103

人が 、製造 、建設 関係 の 企業 へ 就職 し て い る。

… （中略）…こ うした事実 をみ る とき、県の

職 業教育が い か に 地 に つ い た もの で ない か

がわか る。　（富山新聞社前掲書 、 p．86）

4 ． 「三 ・七 体制」 で批判され なか う た こ と

昭和23年、新制高校設立 の とき 、 富山県は 小

学 区制で あ っ た。小 学区制 とは 1校 1学区 を原

則 と して 、中学校 区域 を単位 に、全 課 程 があ

り 、 各高校ごとに学 区を決め た も の で 、
こ の

こ ろ は い まほ どひ どい 高校 問の 格差は なか

っ た 。

… （中略）
…

小 学区制 の 廃止 は 、 県教

委 の め ざす競争 と能率主義 の 教育を し、全県

的に い い 生 徒 だ けを集め る大学進学用の 特

定高校 と、そ うで な い 多様 な就職用 の 高校 を

つ くる道 をつ けた の で あ る。 （北 日本新聞社

地方 自治取材 班 『よみ が えれ地方 自治』北 日

本新聞、 1970年、p．1零3
−184）

（3 ）産業界に 従属す る教育

　産業界の 意向が 、学校関係 者 （教師、生徒 、

保護者な ど）の 希望 よ り優先 されて 教育政策

に反 映 され るこ とは、教育本来の あ り方で は

な い 、とい う意 見で あ る 。

あい ま い で 、 本 質の とらえ に くい 学科 をなぜ

つ くっ たの で あ ろ うか
。

… （中略）…企業 の

要 請があ っ たか ら で あ る 。

… （中略）…富山

県の 県立 高校は、これ まで の 高校教育の 常識

で は割 り切れ な い よ うな多様化 、細分化 の 道

を歩 い て い る。し か も、それ は 「産業界の 要

請」 を錦の 御旗 と し て い る。そ の た め に、こ

ど もた ちが 希望 に 反 した 学科 に 押 し込 め ら

れ る とし た ら、い っ た い 教育 は だれ の た めに

あるの だ ろ うか 。 （北 日本新聞社地 方 自治取

材班前掲書、p．202 −203 ）

　以上 の よ．うに 、 大変批判が大きか っ た 「三 ・

七体制」 で あ るが 、政策理念の
一

部 として あ

る 「地元 に必要な 人材 を養成す る 」　 「地域 を

発展 させ る 」 とい っ た点 に つ い て は 、そ の 点

自体 へ の 批判はな か っ た と言 っ て よい 。　 「生

徒本人 の 希望 と違 う」　 「入試で 厳 し い 選抜 を

生み 出す j とい っ た 「三 ・七 体制」 へ の 批判

は 、 あくまで も地域人材 を育成する とい うこ

ととは別 の 時限の 話な の で あ る 。

　っ ま り 、　「自ら希望 して職業科に入 り 、 地

元 に 就職しよ うとする者 」 に み あ っ た高校教

育を行 うこ とは、批判 されて い ない わ けで あ

る。

5 ，今 日 か ら見た 「三 ・七 体制」 の 意 味

　 「三 ・七 体制 」 か ら30年 以上 を経 た今 日、

「三 ・七 体制」 に関連す る高校教育 （ある い

は高校卒業後 の 進路） の 現状 は大きく変化 し

て い ると言え よ う。 総合学科 の 出現 に典型的

に あ るよ うに普通科と職業科 の 差異 は曖昧 と

な り、高校卒業後 の進路 と しては 、専門学校

が増え、大学進学も容易とな っ て い る。 また 、

各地 で 県立 大学 を新設 されて 、大都市以外 の

地域で も高等教育機関が整備 され て きた。

　 こ の よ うな状況 の 変化 をみれ ば、 「三 ・七

体制」 が掲げた 「地 元人材 を計画的 に養成す

る」 と い う理 念を 、 当時 と は 違 っ た形 で 高校

教育政策 に取 り入 れ る こ とも、考慮 され て よ

い は ずで あ る 。 ど の よ うな理 念が今 日 で も有

効 で ある の か、さらに精緻化 し て 考察して い

く こ とが、今後の 課題 であ る 。
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